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〜
令
和
8
年
第
1
回
定
例
会
〜

　

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
を
３
月
４
日（
水
）に
笠
置
町
議
会
議

場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
欠
員
と
な
っ
て
い
た
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
次

に
、
総
務
厚
生
･
文
教
各
常
任
委
員
会
委
員
長
よ
り
委
員
会
調
査
報

告
が
あ
り
、
そ
の
後
の
一
般
質
問
で
は
３
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
案
と
し
て
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
長
の
給
与
、
勤
務

時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）、令
和
８
年
度
相
楽
東

部
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算
、
同
意
案
件
と
し
て
相
楽
東
部
広
域
連

合
教
育
長
の
任
命
及
び
、
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

一 般 質 問

相
楽
東
部
広
域
連
合

議
会
だ
よ
り�

Vol
⓫

Q　
子
ど
も
た
ち
が
故
郷
を
誇
り
に
思

え
る
教
育
や
人
口
を
増
や
す
た
め
の

連
合
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
た
移
住
定
住
の
取
り
組
み
は
。

A
山
本
連
合
長

　

正
副
連
合
長
や
教
育
長
職
務
代
理
者
、

教
育
委
員
か
ら
な
る「
総
合
教
育
会
議
」

に
お
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
毎
年
度
策

定
さ
れ
る「
連
合
の
教
育
の
重
点
」を
踏

ま
え
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
特
色
あ
る
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
を
支
援
す
る
た
め
、
給

食
費
・
修
学
旅
行
費
の
無
償
化
や
通
学
定

期
代
の
補
助
な
ど
、
財
政
的
支
援
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
、
構
成
町
村
と
連
携
し
な
が
ら

特
色
あ
る
生
涯
学
習
事
業
が
展
開
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

Q　
生
涯
学
習
事
業
に
お
け
る
目
的
や

目
標
、
結
果
の
検
証
と
総
括
は
。

A
石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

　

教
育
委
員
会
で
は
、「
生
涯
学
習
の
振

興
」「
家
庭
教
育
の
向
上
」「
地
域
社
会
の

教
育
力
の
向
上
」「
人
権
教
育
の
推
進
」

を
４
つ
の
柱
と
し
て
、
多
様
な
取
り
組
み

を
推
進
し
、「
人
が
つ
な
が
る
地
域
づ
く

り
」「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」を
目
指

し
て
い
る
。

A
教
育
次
長
兼
生
涯
学
習
課
長

　
生
涯
学
習
事
業
に
つ
い
て
は
、
連
合
発

足
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
で
の
事
業
を
継

承
し
つ
つ
、
連
合
の
独
自
の
事
業
も
行
っ

て
い
る
。

　
事
業
目
的
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
毎
に
要
項
等
に
よ
り
示
さ
れ
て
お
り
、

数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、
事
業
規
模
に
よ

り
定
員
数
や
事
業
回
数
を
計
画
し
て
い
る
。

事
業
終
了
後
に
は
、
報
告
書
の
作
成
や
振

り
返
り
の
会
議
等
を
行
い
、
今
後
の
事
業

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

３
町
村
共
通
の
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

様
々
な
社
会
教
育
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

山
本
連
合
長

山
本 

達
也 

議
員
和
束
町

議
長
選
挙
の
結
果

議
　
　
長

久
　
保
　
憲
　
司
（
南
山
城
村
）

議　　案
相楽東部広域連合教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の一部を改正する条例� 可決  挙手全員
令和７年度一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ1,636万8千円を減額し、総額10億2,708万3千円とする補正。質疑では、粗大ゴミの直接持ち込みについて質問が出されました。�可決  挙手全員
令和８年度一般会計予算
　歳入歳出それぞれ11億978万4千円とする当初予算。質疑では、笠置中学校のスクールバス購入や、デジタルドリルについて質問が出されました。�可決  挙手全員

人事案件
相楽東部広域連合教育長の任命について
　相楽東部広域連合教育長に竹花真治氏を任命すること。� 同意  挙手全員
相楽東部広域連合教育委員会委員の任命について
　相楽東部広域連合教育委員会委員に竹谷史菜氏を任命すること。� 同意  挙手全員
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Q　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
の
身
体
・
脳
の
発
達
に
大
き

な
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

A
石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

　
教
育
Ｄ
Ｘ
の
流
れ
は
政
府
の
方
針
で
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
個
別
最
適
な
学
び
と
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
な
ど
G
I
G
A
ス
ク

ー
ル
構
想
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

国
や
府
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
児
童
・
生

徒
の
健
や
か
な
発
達
に
つ
な
が
る
よ
う
適

切
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q　
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
と
子
ど
も
の
視

力
低
下
の
関
係
を
ど
う
捉
え
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

A
石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

　
紙
で
あ
る
か
デ
ジ
タ
ル
で
あ
る
か
を
問

わ
ず
、
長
時
間
継
続
し
て
近
距
離
で
注
視

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
や
端
末
を
利
用
す
る
際
の
健
康
に
関
す

る
留
意
事
項
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り
、
学
校
や
児

童
・
生
徒
等
に
対
し
て
周
知
を
図
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

Q　
中
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
は
個

人
差
の
固
定
、
集
団
学
習
の
排
除
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。

A
石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

　
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
の
導
入
は
、
多
様
化

す
る
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
、
自
分
に
合

っ
た
問
題
を
繰
り
返
し
で
き
る
な
ど
、
よ

り
使
い
や
す
い
教
材
が
提
供
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

Q　
中
学
生
の
制
服
に
つ
い
て
、
指
定

品
で
は
な
く
手
に
入
れ
や
す
い
方
法

を
取
る
べ
き
で
は
。
ま
た
、
リ
ユ
ー
ス
の

取
り
組
み
の
考
え
は
。

A
石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

　
制
服
に
つ
い
て
は
、
生
徒
会
が
中
心
と

な
り
内
容
を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
購
入

等
の
ル
ー
ル
に
関
し
て
は
、
生
徒
会
が
中

心
と
な
っ
て
検
討
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
リ
ユ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

か
ら
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
る
。

Q　
地
域
交
流
の
観
点
か
ら
、授
業
の
中

で
地
域
の
方
と
の
相
互
交
流
な
ど
を
行

う
考
え
は
。

A
石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

　
地
域
文
化
の
学
習
と
し
て
、
笠
置
小
学
校

で
は
年
間
30
時
間
程
度
の
学
習
を
行
っ
て
い

る
。

　

そ
の
中
で
、
ふ
る
さ
と
の
文
化
や
歴
史
、

産
業
な
ど
を
地
域
の
方
に
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
児
童
が
そ
れ
に
取
り
組
む
と
い
っ
た
授

業
を
行
っ
て
い
る
。

Q　
図
書
の
充
実
に
つ
い
て
、今
後
の
方

針
は
。

A
石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

　

学
校
図
書
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
児
童
・

生
徒
の
学
び
の
向
上
や
主
体
的
な
読
書
活
動

を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
発
達
段
階
や
興
味
・
関
心
に
応
じ
、

必
要
な
図
書
を
整
備
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
学
習
活
動
に
活
用
で
き
る
資
材
や

時
代
に
即
し
た
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
図
書
の

整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
多
様
な
知
識
に
触

れ
ら
れ
る
環
境
も
併
せ
て
整
備
し
て
い
く
。

　
各
町
村
の
図
書
室
に
つ
い
て
は
、「
知
の
拠

点
」を
目
指
し
、
比
較
的
新
し
い
書
籍
を
借

り
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
府
立
図
書
館
の

「
貸
出
文
庫
」の
利
用
や
、府
下
の
各
図
書
室

と
の「
相
互
貸
借
」な
ど
を
行
い
、図
書
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。

Q　
新
刊
や
話
題
作
の
冊
数
確
保
の
考
え

は
。そ
の
他
課
題
と
し
て
考
え
る
点
は
。

A
石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

　
学
校
図
書
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
や
貸
出

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
計
画
的
な
冊
数
確

保
に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
図
書
環
境
の
継

続
的
な
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
各
図
書
室
に
つ
い
て
は
、
予
算
面
を
考
慮

す
る
と
複
数
購
入
よ
り
も
冊
数
を
優
先
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
新
刊
や
話
題
作
に

つ
い
て
は
、
予
約
や
他
の
図
書
室
か
ら
借
り

る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
物
価
上
昇
に
よ
り
書
籍

の
価
格
も
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
購
入

冊
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

地
域
教
材
と
し
て
の
副
読
本
の
活
用
や
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

体
育
館
の
空
調
設
備
の
設
置
の
見
通
し
は
。

授
業
で
の
地
域
の
歴
史
、
文
化
の
学
習
は
。

向
出 

健 

議
員
笠
置
町

具
体
的
な
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
が
、

設
置
に
向
け
て
各
町
村
と
協
議
・
連
携
し
て
い
く
。

石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

・

鈴
木 

か
ほ
る 

議
員
南
山
城
村
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 令和８年度 当初予算報告笠置町

令和８年度
一般会計当初予算17億5,726万円

⃝一般会計等当初予算の概要
　令和８年度の一般会計予算ほか３特別会計及び１公営企業会計予算が３月の定例議会で可決されました。�
一般会計、３特別会計及び１公営企業会計を合わせた予算総額は24億5,272万円で、一般会計予算は前年度に
比べ4,157万円（2.3％減）の減額となりました。
⃝一般会計当初予算の主な内容
　令和８年度はこれまでの成果を強固な土台として、「過去から現在、未来へと人と歴史を繋ぐ」を方針の柱に
「町史編纂事業」に着手することとし、住民の方が語り部となり、写真やゆかりの品々を持ち寄り、語り合う機
会を創出し、町民全員で作り上げる「双方向の歴史づくり」を目指します。その第一歩として、役場内に「町史
編纂準備室」を設置し、町政施行100周年を見据えた体制を整えてまいります。
　また、未来の笠置町を担う世代の育成に取り組むため、笠置町の豊かな自然環境を最大限に活かし、全国の
子育て世帯から「選ばれる町」となることを目指して「保育園留学事業」に係る費用を計上しております。

歳出　目的別で町民１人当たりにすると（一般会計）
町民福祉のために（民生費）������������� 394,116円
地方債の償還のために（公債費）� ����������� 163,381円
ごみ処理や健康を（衛生費）������������� 188,715円
窓口のサービスのために（総務費）���������� 550,596円
教育のために（教育費）���������������� 97,983円
火災予防等のために（消防費）������������� 56,713円
道路・河川・住宅などの整備のために（土木費）����� 98,050円
議会活動のために（議会費）�������������� 47,462円
農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費）����� 57,598円
商工業の振興のために（商工費）������������ 69,668円
災害復旧のために（災害復旧費）������������ 4,057円
予備費など（予備費・諸支出金）������������ 2,957円
町民１人当たりに使われるお金 � ���������� 1,731,298円
町民１人当たりが納めるお金 � ������������ 146,911円
１世帯当たりに使われるお金 � ����������� 3,177,698円
１世帯当たりが納めるお金 � ������������� 269,647円

令和８年４月１日現在
人口　1,015人　世帯数　553世帯

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

町税
149,115

地方交付税
976,000

分担金及び
負担金
1,783

使用料及び
手数料
13,885

国庫支出金
84,319

府支出金
92,027

繰入金
196,197

財産収入
1,669

寄附金
8,900

繰越金
2,000

諸収入
51,471

議会費
48,174

総務費
558,855

民生費
400,028

衛生費
191,546

農林水産業費
58,462

商工費
70,713

土木費
99,521

消防費
57,564

教育費
99,453

公債費
165,832

予備費
3,000

災害復旧費
4,118

地方譲与税
12,138

地方債
89,700

利子割交付金
333

配当割交付金
1,608

諸支出金 1

株式等譲渡所得割
交付金
1,957

地方消費税交付金
32,770

法人事業税交付金
2,806

ゴルフ場利用税
交付金
35,827
自動車取得税
交付金
1
環境性能交付金
201

地方特例交付金
2,560

⃝会計別予算の総括� （単位：千円、%）

会　計　区　分 令和８年度
予算額

令和７年度
予算額

比較
増減額 増減率

一般会計 1,757,267 1,798,840 △ 41,573 △ 2.3

特別会計 504,244 561,852 △ 57,608 △ 10.3

国民健康保険
特別会計 166,075 205,161 △ 39,086 △ 19.1

介護保険特別会計 262,731 281,178 △ 18,447 △ 6.6

後期高齢者
医療特別会計 75,438 75,513 △ 75 △ 0.1

公営企業会計 191,213 170,717 20,496 12.0

簡易水道事業会計 191,213 170,717 20,496 12.0

合　　　計 2,452,724 2,531,409 △ 78,685 △ 3.1

※公営企業会計の予算額については、収益的および資本的支出の合計額。
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 令和８年度 当初予算報告和束町

歳 出
（単位：千円）

議会費
54,707

総務費
822,620

民生費
820,251

衛生費
627,529

農林業費
96,470

商工費
69,046

土木費
244,773

消防費
241,453

教育費
249,306

災害復旧費
14,594

公債費
481,002

諸支出金
49

予備費
5,000

歳 入
（単位：千円）

町税
438,963

地方債
216,500

地方譲与税 
41,859

利子割交付金
893 配当割交付金

4,390
株式等譲渡所得割交付金
3,220
法人事業税交付金
4,722

地方消費税交付金
97,407
ゴルフ場利用税
交付金
10,662

環境性能割
交付金
1,074
地方特例
交付金
3,536

地方交付税
1,983,350

交通安全対策特別交付金
200

分担金及び
負担金
64,784

使用料及び
手数料
31,184

国庫支出金
256,638

府支出金
191,614

財産収入
15,286

寄付金
7 繰入金

320,005

繰越金
5,000

諸収入
35,506

～「和の郷 知の郷 茶源郷 和束」の実現をめざして～
⃝一般会計等　当初予算の概要
　令和８年度の一般会計ほか４特別会計予算及び２公営企業会計予算が３月の定例議会で可決されました。
　一般会計及び４特別会計、２公営企業会計を合わせた予算の総額は、59億5,314万円で、前年度に比べ△
２億5,397万円の減額（△4.1％減）となっています。
⃝令和８年度一般会計当初予算の主な内容
　高年齢者の就業機会増大を図るため、シルバー人材センターの運営を４月に開始し、地域の発展とだれもが
生きがいを持てる社会の実現を目指すとともに、病児保育制度や18歳までの医療費、保育料、給食費等の無
償化施策を継続するなど、だれもが安心して子育てできるまちづくりを推進します。
　また、交流人口の拡大を目指すため、新たに保育園留学を実施するとともに企業活性化起業人を活用し地域
課題の解決を図ります。現在編さんを進めている和束町史全２巻発刊を見据え、和束町の歴史・文化の発信拠
点となる歴史資料館整備に着手することに加え、令和９年５月に開催のワールドマスターズゲームズ2027に
向け、大会本番を想定したプレ大会を実施することで機運醸成に向けた取り組みを推進します。
　さらに、激甚化する災害に対応し、住民の安全確保・被害の最小化を図るために防災備蓄倉庫整備や防災ハ
ザードマップ改訂、ラインアプリを活用した防災情報の
発信を実施するとともに、石寺橋整備事業や町道撰原下
島線拡幅改良事業など道路ネットワークの強化による安
心・快適な道づくりも推進します。

歳出　目的別で町民１人当たりにすると（一般会計）
子育て、高齢者、障害者の支援のために（民生費）���� 252,696円
全般的な事務、企画、交通、広報、選挙などのために（総務費）�� 253,426円
環境保全や上下水道、健康を守るために（衛生費）���� 193,324円
地方債の償還のために（公債費）������������ 148,183円
道路・河川・住宅の整備のために（土木費）�������� 75,408円
教育のために（教育費）����������������� 76,804円
防災・火災予防のために（消防費）������������ 74,385円
農林業基盤や茶業振興のために（農林業費）�������� 29,720円
議会活動のために（議会費）��������������� 16,854円
商工業振興・観光振興のために（商工費）��������� 21,271円
台風等による災害復旧のために（災害復旧費）��������4,496円
予備費など（予備費・諸支出金）��������������1,555円
町民１人当たりに使われるお金������������ 1,148,121円
町民１人当たりが納めるお金�������������� 135,232円
１世帯当たりに使われるお金������������� 2,293,415円
１世帯当たりが納めるお金��������������� 270,131円

令和８年４月１日現在
人口　3,246人　世帯数　1,625世帯

⃝会計別予算の総括� （単位：千円、%）

会　計　区　分 令和８年度
予算額

令和７年度
予算額

比較
増減額 増減率

一般会計 3,726,800 3,991,300 △ 264,500 △ 6.6
特別会計 1,485,200 1,520,590 △ 35,390 △ 2.3

湯船財産区特別会計 1,900 2,140 △ 240 △ 11.2
国民健康保険
特別会計 620,400 690,200 △ 69,800 △ 10.1
（事業勘定） 501,400 578,500 △ 77,100 △ 13.3

（直営診療施設勘定） 119,000 111,700 7,300 6.5
介護保険特別会計 751,500 730,350 21,150 2.9
（保険事業勘定） 751,500 721,400 30,100 4.2
（サービス勘定） 0 8,950 △ 8,950 △ 100.0
後期高齢者医療
特別会計 111,400 97,900 13,500 13.8
合　　　計 5,212,000 5,511,890 △ 299,890 △ 5.4
公営企業会計
簡易水道事業
（収益的収入） 213,180 230,762 △ 17,582 △ 7.6
（収益的支出） 213,656 230,960 △ 17,304 △ 7.5
（資本的収入） 120,093 64,055 56,038 87.5
（資本的支出） 195,643 139,776 55,867 40.0
特定環境保全
公共下水道事業
（収益的収入） 174,894 176,950 △ 2,056 △ 1.2
（収益的支出） 175,234 176,528 △ 1,294 △ 0.7
（資本的収入） 118,350 108,816 9,534 8.8
（資本的支出） 156,609 147,966 8,643 5.8
合　　　計 5,953,142 6,207,120 △ 253,978 △ 4.1

令和８年度
一般会計当初予算37億2,680万円
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 令和８年度 当初予算報告南山城村

⃝一般会計等当初予算の概要
　令和８年度の一般会計予算ほか３特別会計及び１事業会計が３月の定例議会で可決されました。
　一般会計と３特別会計および１事業会計を合わせた予算の総額は、43億524万円で前年度に比べ１億
3,789万円の減額（3.1％減）となっています。一般会計の予算規模は、前年度に比べ１億6,909万円の減額
（5.3％減）となりました。４月からこの予算に基づいて新年度事業を展開しています。

歳出　目的別で村民１人当たりにすると（一般会計）
村民福祉のために（民生費）������������ 284,420円
地方債の償還のために（公債費）������������ 162,851円
ごみ処理や健康を守るために（衛生費）������� 182,648円
窓口のサービスのために（総務費）��������� 313,906円
教育のために（教育費）���������������99,089円
火災予防等のために（消防費）������������59,064円
道路・河川・住宅などの整備のために（土木費）��� 108,733円
議会活動のために（議会費）�������������23,983円
農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費）����54,169円

商工業の振興のために（商工費）��������� 12,684円
災害復旧のために（災害復旧費）���������� 2,237円
予備費など（予備費・諸支出金）���������� 2,165円
村民１人当たりに使われるお金���������1,305,949円
村民１人当たりが納めるお金�����������159,234円
１世帯当たりに使われるお金����������2,550,078円
１世帯当たりが納めるお金������������310,930円

令和８年４月１日現在
人口　2,310人　世帯数　1,183世帯

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

村税
367,830

地方債
179,000

地方交付税
1,440,000

交通安全対策
特別交付金
500

分担金及び
負担金
1,390

使用料及び
手数料
24,892

国庫支出金
167,196

府支出金
145,145

財産収入
11,047

寄附金
15,000

繰入金
408,250

繰越金
7,500

諸収入
74,929

議会費
55,401

総務費
725,124

民生費
657,010

衛生費
421,917

農林水産業費
125,131

商工費
29,300

土木費
251,174

消防費
136,437

教育費
228,895

災害復旧費
5,167

公債費
376,186

予備費
5,000
諸支出金
0

地方譲与税
31,892

利子割交付金
670

配当割交付金
3,200

株式等譲渡所得割
交付金
3,900
法人事業税交付金
3,700

地方消費税交付金
63,000

ゴルフ場利用税
交付金
63,000

自動車取得税
交付金
1

環境性能割
交付金
800

地方特例交付金
3,900

令和８年度
一般会計当初予算30億1,674万円

⃝会計別予算の総括� （単位：千円、%）

会　計　区　分 令和８年度
予算額

令和７年度
予算額

比較
増減額 増減率

一般会計 3,016,742 3,185,832 △ 169,090 △ 5.3

特別会計 980,476 989,863 △ 9,387 △ 0.9

国民健康保険
特別会計 406,077 420,989 △ 14,912 △ 3.5

後期高齢者医療
特別会計 87,579 81,025 6,554 8.1

介護保険
特別会計 486,820 487,849 △ 1,029 △ 0.2

（保険事業勘定） 480,076 481,575 △ 1,499 △ 0.3

（介護サービス勘定） 6,744 6,274 470 7.5

簡易水道事業会計 308,025 267,447 40,578 15.2

合　　　計 4,305,243 4,443,142 △ 137,899 △ 3.1

⃝一般会計当初予算の主な内容� （単位：千円）

事業名 事業内容 予算額
道路を整備す
る事業

大河原東和束線・法ヶ平尾立石線の道路改良及び
大河原島ヶ原線外路線の舗装修繕等を実施します。116,557

庁舎等管理事
業

蛍光灯製造終了に備えて役場庁舎のLED化及び空
調設備改修工事設計を実施します。また、野殿公
民館浄化槽設置工事等を実施します。

39,303

農道等を整備
する事業 農道や農業用水路等の整備を実施します。 12,227

河川を整備す
る事業 河川や水路等の浚渫・改修工事等を実施します。 13,266

橋梁を整備す
る事業

今後老朽化する道路構造物である橋梁等の長寿命
化、安全性や信頼性を確保するための点検作業等
を実施します。

22,563

消防施設整備
事業

災害時、地域の応急対応や人命救助を支援するた
め、消防施設の整備及び消防車両の更新を実施し
ます。

11,810
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 令和８年度 当初予算報告広域連合

⃝一般会計当初予算の概要
　相楽東部広域連合では、相楽東部クリーンセンターの休止に伴いごみ処理の民間委託に関する業務、笠置
町・和束町・南山城村の３小学校・２中学校の運営、そして社会教育（生涯教育）事業を行っています。

　令和８年度の一般会計予算が３月定例議会で可決されました。予算の総額は11億978万４千円で前年度
と比較すると、4,508万円の増額となっています。
　歳入については、大半を占める連合を構成する笠置町・和束町・南山城村からの分担金・負担金が前年度
比で4,779万２千円の減額となっています。
　歳出については、主なものとして、総務費では電算関係の維持管理経費などを計上し、文書広報費では、「広
報れんけい」を昨年度に引き続き全紙面カラーページ、最大ページ数を20ページとして予算を計上し、質の
高い広報紙を目指して取組を進めます。
　民生費では、認知症初期集中支援事業の費用として、サポート医や作業療法士等への報償費、認知症啓発
物品等で28万６千円を計上しています。
　衛生費では、一般廃棄物処理に係る予算として塵芥処理費において、ごみの収集量が減少傾向であること
から、対前年418万７千円減の２億7,481万４千円を計上しています｡ また､ テールアルメ擁壁安全対策等
調査事業については､クリーンセンターのモニタリング調査委託で142万９千円を計上しています。

　教育費では、笠置中学校および和束小学校におけるスクールバスの購入に係る費用や、和束小学校の多目
的ホールにおける空調設備の設置に係る費用などを計上しています。
　社会教育費においては、子育て講座・女性学講座・成人教育事業・京のまなび教室推進事業・高齢者教育
推進事業など、それぞれのライフステージに対応した各種社会教育事業を展開するための予算を計上してい
ます。

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

府支出金
26,161

繰入金
1,429

諸収入
22,652

連合債
86,600

分担金及び負担金
963,567

議会費 749

総務費
99,723

衛生費
291,457

教育費
697,893

財産収入
340

使用料及び手数料
7,735

繰越金
1,300

民生費
8,465

予備費
1,200

公債費
10,297

令和８年度
一般会計当初予算11億978万円
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まち・むら
topics
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置
さ
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り

～
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る
日
～

笠置町

京き
ょ
う

湯ゆ
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と

ハ
ト
ヤ
瑞ず

い

鳳ほ
う

閣か
く

と

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

和
束
茶
の
P
R
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

和束町

　
3
月
28
日（
土
）、笠
置
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
主
催
の

「
笠
置
さ
く
ら
ま
つ
り
～
希
望
を
植
え
る
日
～
」が
笠
置

キ
ャ
ン
プ
場
内
ふ
れ
あ
い
広
場
及
び
桜
並
木
一
帯
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
内
に
約
5
0
0
人
の
来
場
者
が
訪
れ
、„
お
花
見
ラ

ン
チ
〝 
を
テ
ー
マ
に
町
内
外
の
特
産
品
販
売
や
ふ
る
ま
い

酒
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、H
O
M
E
さ
ん
に
よ

る
餅
つ
き
大
会
、
桜
の
苗
木
植
樹
式
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

関
係
の
展
示
、各
種
表
彰
式
も
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
桜
が
咲
き
始
め
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
新
茶
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
年
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
和
束
茶
の

振
る
舞
い
を
京
湯
元
ハ
ト
ヤ
瑞
鳳
閣
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

今
年
は
、
5
月
2
日（
土
）に「
京
湯
元
ハ
ト
ヤ
瑞
鳳
閣
」、

5
月
3
日（
日
）～
5
月
5
日（
火
・
祝
）の
3
日
間
、「
リ

ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
」で
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
和
束
で
収
穫
し
た
新
茶
の
振
る
舞
い
だ
け
で
な
く
、

販
売
も
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
茶
の
振
る
舞
い
に
あ
わ
せ
て
和
束
町
の
観
光

P
R
も
行
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
和
束
町
や
和
束
茶

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
と
な
る
た
め
、

是
非
気
軽
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
株
式
会
社
水
処
理
管
理
セ
ン
タ
ー
様
か

ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
て
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
を
糧
に
、
こ

れ
か
ら
も
本
村
発
展
の
た
め
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

株
式
会
社
水
処
理
管
理
セ
ン
タ
ー
様

寄附企業のご紹介
法 人 名　�株式会社�

水処理管理センター
本 社　���大阪府大阪市北区�

南森町�
１丁目４番10号

事 業 内 容　�浄水処理装置の維持
管理 等

寄附年月日　令和８年３月11日
寄 附 額　10万円
寄附対象事業　保育所運営事業

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

南山城村

昨年の和束茶PRの様子
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教
育

Educatio n

就
学
援
助
費
制
度
の
お
し
ら
せ

　
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
を
小
中
学
校
に
通
学
さ
せ
る
に
あ

た
り
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
っ
て
学
習
に
必
要
な
文
房
具
や
通
学

用
品
な
ど
の
購
入
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者
に
対
し
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
援
助
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、学
校
の
担
任
の
先
生
に
相
談
さ
れ
る
か
教
育
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

費
学
用
品
費
等（
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。）

　
　

��　
学
用
品
費
・
通
学
用
品
費（
一
年
生
を
除
く
）・
校
外
活
動
費
・

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費（
一
年
生
の
み
）・ク
ラ
ブ
活
動
費・

生
徒
会
費
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
・
卒
業
ア
ル
バ
ム
代
等
・
オ
ン
ラ
イ

ン
通
信
費

対
申
請
時
に
お
い
て
、
次
の
ア
か
ら
ク
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

　
　
ア　

�

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け

た
世
帯

　
　
イ　
市
町
村
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　
　
ウ　
個
人
事
業
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　
　
エ　
固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　
　
オ　
国
民
年
金
保
険
料
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　
　
カ　
国
民
健
康
保
険
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　
　
キ　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

　
　
ク　

�

学
校
長
ま
た
は
民
生（
児
童
）委
員
が
特
に
援
助
が
必
要

と
認
め
る
世
帯

申�

希
望
者
は
、
申
請
書
を
児
童
生
徒
の
通
学
し
て
い
る
学
校
又
は
教

育
委
員
会
か
ら
受
取
り
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の

う
え
、
児
童
生
徒
の
通
学
し
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。郵
送
で
の
提
出
は
不
可
で
す
。

問�

教
育
委
員
会
事
務
局　
☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

令和８年度 教職員 離・着任式
　４月１日（水）、和束町体験交流センターにおいて、令和８年度教職員離・着任式が行われまし
た。離任される先生方との別れや、新たに着任される先生方の新しいスタートがみられました。
令和８年度　着任した教職員（本務者のみ）
【笠置小学校】
校 長　杉田　賢知　（山城教育局　総括社教主事）
教 諭　北澤　健太郎（和束小学校　教諭）
教 諭　松下　知樹　（美濃山小学校　教諭）
養護教諭　前田　恵美　（三山木小学校　養護教諭）
教 諭　村田　美成　（新規採用）
【南山城小学校】
教 頭　西村　　亮　（莵道第二小学校　教頭）
教 諭　早川　千世　（三山木小学校　教諭）
栄養教諭　土平　佳苗　（城山台小学校　栄養教諭）
教 諭　西島　　陽　（新規採用）
教 諭　多田　亮介　（新規採用）
養護教諭　上川　奈々　（新規採用）

【笠置中学校】
校 長　杉本　　悟　（和束中学校　校長）
事 務 職　新塘　亜希子（泉川中学校　専門幹）
教 諭　東　　広樹　（新規採用）
【和束中学校】
校 長　田邊　久成　（笠置中学校　校長）
教 諭　駒　　有美子（木津中学校　教諭）

【和束小学校】
校 長　松本　美枝　（和束小学校　教頭）
教 頭　大久保　欣浩（南山城小学校　教頭）
教 諭　今西　　純　（倉梯小学校　教諭）
教 諭　藤原　圭記　（豊里小学校　教諭）
教 諭　寺井　雄一　（新規採用）

教育委員会事務職員の異動　� 令和８年４月１日付け（　）内は前職名

教育次長兼町史編さん室長　岡田　博之　（和束町参事兼税住民課長）
学校教育課　　　　　課長　田中　　智　（南山城村議会事務局長）
　　　　　　　　　　主任　増田　晋吾　（相楽東部未来づくりセンター主任）
生涯学習課　　　　　課長　西村　　治　（笠置町希望のまち推進課課長補佐）
　　　　　　　　　　主事　松山　由実　（新規採用）
笠置町分室　　　　　主任　丸山　　聡　（笠置町建設産業課主任）
笠置町分室　社会教育主事　宇野　元太郎（笠置小学校　教諭）

教育委員会の構成
　　　教育長　竹花　真治
同職務代理者　石橋　常男
　　　　委員　村田　年宏
　　　　委員　谷本　一榮
　　　　委員　竹谷　史菜
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保健・福祉保健・福祉

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
　相楽休日応急診療所では、感染症予防の観点から、当日電話予
約制とし、予約がない場合は受診できません。予約の受け入れ人
数には限りがあり、受付できない場合があります。電話予約受付
時間並びに診察時間を次のとおりとします。
　また、令和７年９月19日から「スマートフォンに搭載されたマ
イナ保険証」でオンライン資格確認がで
きる機能が全国の医療機関等へ開放され
たことを受けまして、本診療所におきま
しても、患者の利便性向上のため、令和
８年１月18日から導入しました。
問相楽休日応急診療所
　☎0774・73・9988 直

当日電話予約制です

６月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
  6月  7日（日） 内科
    　14日（日） 内科
    　21日（日） 内科
    　28日（日） 内科・小児科

※�５月分については広報れんけい４月号をご覧くだ
さい。

※�スマートフォンでマイナ
保険証を利用できます

令和８年度帯状疱疹ワクチン定期予防接種について
　令和７年度から65歳の方を対象とした帯状疱疹予防接種が定期予防接種になりました。また、令和11年度ま
での５年間の経過措置として、その年度に70、75、80、85、90、95、100歳になる方も対象となります。
　詳細については、対象者の方に個別に案内します。
対①令和８（2026）年度に次の年齢となる方　　　　　　　②�60 ～64歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫

の機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能
な方
期令和９（2027）年３月31日まで
ワクチンの種類
　生ワクチン：皮下接種1回
　組換えワクチン：筋肉内接種２回
　　　　　　　　　（２か月以上の間隔をおく）
費生ワクチン：2,500円／回
　組換えワクチン：6,500円／回

年齢 対象生年月日
65歳 昭和36年４月２日生～昭和37年４月１日生の方
70歳 昭和31年４月２日生～昭和32年４月１日生の方
75歳 昭和26年４月２日生～昭和27年４月１日生の方
80歳 昭和21年４月２日生～昭和22年４月１日生の方
85歳 昭和16年４月２日生～昭和17年４月１日生の方
90歳 昭和11年４月２日生～昭和12年４月１日生の方
95歳 昭和  6年４月２日生～昭和  7年４月１日生の方
100歳 大正15年４月２日生～昭和  2年４月１日生の方

高齢者の肺炎球菌定期予防接種について
　肺炎の主な原因である肺炎球菌による感染症や重症化を予防します。詳細については、対象者の方に個別に案
内します。
対①接種当日に満65歳の方
　②�60 ～64歳で心臓や腎臓、呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活を極度に制限される方および60～
64歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能な方（身体障害者
手帳１級相当の方）

期65歳の1年間
費3,500円（自己負担額）
　※�令和8年４月から高齢者肺炎球菌の定期接種に使用するワクチンが23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワク
チン（PPSV23）から、より高い予防効果が期待できると報告されている沈降20価肺炎球菌結合型ワクチン
（PCV20）に変更となりました。ワクチンの変更のために、ワクチン価格が従来よりも高くなることから、自
己負担額を増額しました。

問笠 置 町 保 健 福 祉 課　☎0743・95・2303 直
　和 束 町 福 祉 課　☎0774・78・3006 直
　南山城村保健福祉センター　☎0743・93・0294 直
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相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ

　
鼻
の
周
囲
に
あ
る
副
鼻
腔
は
左
右
の

上じ
ょ
う

顎が
く

洞ど
う（

頬
の
奥
）・
篩し

骨こ
つ

洞ど
う（

目
の
内

側
）・
前ぜ

ん

頭と
う

洞ど
う（

お
で
こ
の
奥
）・
蝶ち

ょ
う

形け
い

骨こ
つ

洞ど
う（

鼻
の
奥
、頭
の
真
ん
中
付
近
）と

い
う
空
洞
で
そ
れ
ぞ
れ
が
鼻
と
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
炎
症
を
起
こ
し

た
状
態
が
副
鼻
腔
炎
で
す
。

　
副
鼻
腔
炎
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
あ
る

風
邪
を
き
っ
か
け
に
お
こ
る
こ
と
が
多

く
、
症
状
の
続
く
期
間
で
１
ヶ
月
以
内

の
急
性
副
鼻
腔
炎
と
３
ヶ
月
以
上
続
く

慢
性
副
鼻
腔
炎
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
色

が
つ
い
て
粘
り
が
あ
る
鼻
み
ず
は
鼻
の

奥
に
流
れ
る
こ
と
が
多
く
、
鼻
づ
ま
り

や
悪
臭
、
に
お
い
が
わ
か
り
に
く
く
な

る
症
状
の
ほ
か
炎
症
の
強
い
場
所
の
痛

み
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
症
状
か
ら
副
鼻
腔
炎
と
診
断
で
き
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
副
鼻
腔
炎
の
鼻

み
ず
は
奥
に
流
れ
て
い
く
た
め
悪
臭
だ

け
し
か
症
状
が
な
い
場
合
に
奥
に
鼻
み

ず
が
無
い
か
の
確
認
や
鼻
づ
ま
り
の
あ

る
場
合
に
奥
に
ポ
リ
ー
プ
が
無
い
か
の

確
認
に
内
視
鏡
検
査
を
行
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
内
視
鏡
検
査
だ
け

で
は
副
鼻
腔
の
中
ま
で
は
見
え
な
い
た

め
副
鼻
腔
炎
の
程
度
を
評
価
す
る
た
め

に
は
画
像
検
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は
情
報
量
が
少
な
く
最

近
は
Ｃ
Ｔ
で
の
評
価
が
有
用
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
急
性
の
場
合
で
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
み

で
あ
れ
ば
自
然
に
治
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
気
道
粘
液
溶
解
薬
が
よ
く
使
用
さ

れ
ま
す
。
細
菌
が
感
染
し
て
い
る
と
軽

症
の
場
合
以
外
は
抗
菌
薬
に
よ
る
治
療

も
行
い
ま
す
。
慢
性
の
場
合
は
気
道
粘

液
溶
解
薬
と
通
常
の
半
分
の
量
の
マ
ク

ロ
ラ
イ
ド
系
抗
菌
薬
を
最
大
３
ヶ
月
使

用
し
効
果
を
評
価
し
ま
す
。
効
果
が
あ

れ
ば
６
ヶ
月
ま
で
継
続
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
効
果
が
無
け
れ
ば
病
院
な
ど

で
の
手
術
に
変
更
し
ま
す
。
内
視
鏡
を

用
い
る
手
術
で
鼻
の
穴
か
ら
内
視
鏡
や

手
術
器
具
を
入
れ
て
行
う
た
め
手
術
後

も
顔
が
腫
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

麻
酔
法（
局
所
麻
酔
か
全
身
麻
酔
）や

入
院
期
間（
日
帰
り
か
ら
１
週
間
程
度

ま
で
）は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま

す
が
、
鼻
の
中
の
傷
が
落
ち
着
く
ま
で

は
手
術
後
の
治
療
も
重
要
で
し
ば
ら
く

通
院
が
必
要
で
す
。

　
一
般
的
な
副
鼻
腔
炎
の
他
に
歯
に
原

因
が
あ
る
場
合
や
カ
ビ
が
原
因
の
場
合
、

ぜ
ん
そ
く
と
の
関
連
が
あ
る
場
合
な
ど

特
殊
な
副
鼻
腔
炎
や
非
常
に
ま
れ
で
す

が
腫
瘍
が
関
係
し
て
い
る
場
合
も
あ
る

た
め
症
状
が
あ
る
場
合
は
一
度
耳
鼻
咽

喉
科
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

医
療
法
人
た
む
ら
耳
鼻
咽
喉
科�

�

田
村
芳
寛

副ふ
く

鼻び

腔く
う

炎え
ん

に
つ
い
て

そ
の
130

令和８年度
消防団員任命式

　３町村では、4月1日付で、新入団員お
よび幹部役員が新たに任命されました。
　令和８年度の幹部役員、退団役員お
よび新入団員は次のとおりです。�（順不
同、敬称略）

笠置町消防団
【新本団役員】
副 団 長　 徳岡　和洋
本 部 長　 川﨑　隆次
副 本 部 長　 中本　典男
副 本 部 長　 北川　千博
【新部長】
第 １ 部 部 長　 阪井　邦彦
第 ２ 部 部 長　 二滝　覚之
第 ３ 部 部 長　 稲垣　祐哉
第 ４ 部 部 長　 田中　喜也
自 動 車 部 部 長　 野依　航平
【新入団員】
第 １ 部 団 員　 津村　祥陽
自 動 車 部 団 員　 坂口　勝斗
自 動 車 部 団 員　 山下　湧士
【退団者】
前 副 団 長　 今井　　実
前 第 １ 部 部 長　 山村　正己

和束町消防団
【新本団役員】
湯 船 分 団 長　 飯　田　克　也
湯 船 副 分 団 長　 田　中　昇太郎
中 分 団 長　 畑　　　広　大
中 副 分 団 長　 藤　岡　弘　樹
西 分 団 長　 西　山　直　樹
西 副 分 団 長　 西　山　生　光
【新部長】
湯船分団第２部長　 奥　田　有　規
中分団第３部長　 岡　田　宜　也
中分団第５部長　 辻　　　誠　也
【新入団員】
東 分 団 第 ２ 部　 東　　　太　平
東 分 団 第 ２ 部　 山　中　雄　斗
東 分 団 第 ２ 部　 堀　　　将　磨
東 分 団 第 ２ 部　 奥　　　雅　樹
東 分 団 第 ３ 部　 北　澤　太　盛
東 分 団 第 ３ 部　 堀　　　雄　斗
東 分 団 第 ３ 部　 木　崎　拓　人
中 分 団 第 ３ 部　 井　上　幸太郎
中 分 団 第 ３ 部　 堀　　　翔　太
中 分 団 第 ３ 部　 山　口　大　成
西 分 団 第 １ 部　 岩　井　健　一
【退団役員】
前 分 団 長　 稲　垣　嘉　輝
【新機能別団員】
中 分 団 第 １ 部　 稲　垣　嘉　輝

南山城村消防団
【新本団役員】
団　　　　　長　 柴　垣　紀　行
副　　団　　長　 山　本　英　樹
副　　団　　長　 德　田　直　樹
指導員長（副団長）　 屋　敷　浩　彦
機 能 別 分 団 長　 関　口　翔　平
第１分団分団長　 大久保　晋　一
第１分団副分団長　 金　丸　一　彦
第１分団副分団長　 増　田　永　俊
第２分団分団長　 福　本　敏　伸
第２分団副分団長　 加　戸　禎　毅
【新部長】
第１分団第１部（今山・奥田・月ヶ瀬NT）　　　　　
　　　　　　　　　 矢　村　貴　哲
第１分団第２部（童仙房・野殿・本郷・押原・南大河原）
　　　　　　　　　 小　泉　健　太
第２分団第１部（田山・高尾）
　　　　　　　　　 辻　本　　　豊
【新入団員】
第１分団第１部　 丸　山　春　香
第１分団第２部　 西　島　悠　祐　
第１分団第２部　 萩　原　　　勇
第１分団第２部　 山　本　留　勢
【退団役員】
前 副 団 長　 蛭　川　　　尚
前指導員長（分団長）　 石　田　晴　嗣
前 副 分 団 長　 川　端　寿　樹
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木造住宅にお住まいの方へ～耐震診断を受けましょう～（３町村）

　令和６年１月に発生した、能登半島地震では耐震性の低い木造住宅が倒壊するなど、
建築年の古い木造住宅は耐震化が望ましいとされています。また、南海トラフ地震も今
後30年以内の発生確率が60％～90％程度以上と指摘されているところです。
　そのため、３町村では木造住宅の耐震診断や耐震改修を実施される方に対し、補助制
度を設けています。詳細は、各町村の担当課までご連絡ください。
問笠置町建設産業課　☎0743・95・2326直
　和 束 町 総 務 課　☎0774・78・3001直
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106直

　

通
信
販
売
で
の「
定
期
購
入
」に
関
す
る
相
談
が
本
セ
ン
タ
ー
で
も
引
き
続
き
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
で
の
事
例
で
は『
腰
の
痛
み
が
軽
く
な
る
と
い
う

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
購
入
し
た
が
２
回
目
を
受
取
り
拒
否
を
し
た
。事
業
者
に
連
絡
す
る

と
支
払
っ
て
も
ら
う
と
い
わ
れ
不
満
。』な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
は
、
高
齢
者
の
方
に
多
く
み
ら
れ
、
健
康
食
品
と
医
薬
品
、
化
粧
品
等
に
つ
い

て
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
医
薬
品
の
定
期
購

入
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
し
ま
す
。相
談
内
容
を
み
る
と
、「
１
回
限
り
だ
と
思
っ

て
購
入
し
た
が
定
期
購
入
と
わ
か
っ
た
の
で
解
約
し
た
い
」、「
返
金
保
証
が
あ
る
か
ら

購
入
し
た
の
に
、
補
償
を
受
け
る
に
は
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
っ
た
」な
ど
の
い
わ

ゆ
る
定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
く
み
ら
れ
る
ケ
ー
ス
に
加
え
、「
使
用
し
た
ら
体
調
が
悪

化
し
た
の
で
解
約
し
た
い
」と
い
っ
た
相
談
が
み
ら
れ
ま
す
。
一
般
用
医
薬
品
は
薬
局

な
ど
の
店
頭
以
外
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
購
入
で
き
ま
す
が
、容
易
に
解
約
手
続
き

が
で
き
な
い
た
め
、保
証
条
件
が
理
解
し
に
く
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
定
期
購
入
は

と
く
に
注
意
が
必
要
で
す
。

〇�

価
格
の
安
さ
や
医
薬
品
の
効
能
・
効
果
な
ど
を
強
調
す
る
広
告
に
惑
わ
さ
れ
ず
、必

要
な
表
示
が
適
切
に
記
載
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト
か
を
落
ち
着
い
て
確
認
し
た
上
で
購

入
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

定
期
購
入
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
ど
、広
告
表
示
や
購
入
画
面
の
記
載
内
容
を
よ
く

確
認
し
ま
し
ょ
う（
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
時
に
備
え
、
自
分
が
み
た
広
告
表
示
や
最

終
確
認
画
面
の
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
り
、契
約
時
の
条
件
を
証
拠
と
し
て
保

存
し
て
お
く
よ
う
に
す
る
）。

〇�

購
入
前
に
そ
の
医
薬
品
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
か
、
さ
ら
に
、
定
期
購
入
す
る
必

要
が
あ
る
か
、自
身
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

体
調
に
異
常
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
使
用
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
安
や
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
で
手
軽
に
買
え
る
た
め「
や
め
ら
れ
な
い
」？

～
医
薬
品
の
ネ
ッ
ト
通
販
に
よ
る
定
期
購
入
に
ご
注
意
～

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

�

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。​

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は

�
令
和
7
年
４
月
28
日
よ
り
京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
に
仮
移
転
し
ま
し
た

所
木
津
川
市
木
津
上
戸
18
番
地
1

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

耐震博士ねんねこ

問合せ ： 和束町 総務課　☎ ０ ７ ７ ４ ― ７ ８ ― ３ ０ ０ １

和束町公式LINEはじめました（和束町）

　和束町のLINE公式アカウントができました。
　町のさまざまな情報を発信していきますので、ぜひ下記二次元コードから�
友だち追加をよろしくお願いいたします。

防災

防犯
まちからの

お知らせ

観光

友だち募集中
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

３町村の人事異動 令和８年４月１日付（　）内は旧役職名

笠置町
【異 動】	 岩﨑　久敏　税住民課長（保健福祉課長）
	 大西　清隆　保健福祉課長（相楽東部広域連合派遣職員）
	 吉田　和秀　議会事務局次長（総務財政課担当課長）
	 小林　剛宏　希望のまち推進課長（京都府より派遣）
	 西村　　治　相楽東部広域連合派遣職員（希望のまち推進課長補佐）
	 辻井　堅一　税住民課長補佐（税住民課主査）
【新規採用】	 田中　邦男　参与（京都府）
	 山下　湧士　総務財政課主任　　　　　
	 坂口　勝斗　建設産業課主任　　　　　
	 石川　遥貴　希望のまち推進課主事　　
	 原田菜々子　総務財政課主事
【退 職】	 草水　英行　（税住民課長）　　　　　　　
	 東浦　　翼　（議会事務局主任）　　　　　
	 野村　大志　（包括支援センター主任）

和束町
【異 動】	 北　　広光　理事〔民生担当〕兼税住民課長事務取扱兼国民健康保険診療所事務長事務取扱
　　　　　　　　　　　　（理事〔事業担当〕兼建設農政課長事務取扱）
	 竹谷　徹也　人権啓発課長兼人権ふれあいセンター所長事務取扱兼啓発調整係長事務取扱
　　　　　　　　　　　　（相楽東部広域連合派遣職員）
	 但馬　宗博　保健福祉課長兼老人福祉センター所長事務取扱
　　　　　　　　　　　　（保健福祉課長兼国民健康保険診療所事務長）
	 井上　博丞　理事〔事業担当〕兼環境衛生課長事務取扱兼庶務係長事務取扱
　　　　　　　　　　　　（環境衛生課長兼庶務係長事務取扱）
	 今西　　靖　建設農政課長
	 　　　　　　（人権啓発課長兼人権ふれあいセンター所長事務取扱兼啓発調整係長事務取扱兼いきいきこども館長）
	 中野　克子　副園長（和束保育園長補佐）
	 飯田　恵子　副園長（主任保育士）
	 山﨑　進吾　京都府出向　課長補佐（京都府出向　係長）
	 山田　真也　保健福祉課長補佐〔理事付〕兼福祉係長事務取扱兼保険係長事務取扱
　　　　　　　　　　　　（税住民課税務係長）
	 宮下　絵美　税住民課長補佐〔理事付〕兼住民戸籍係長事務取扱（会計課会計係長）
	 仲辻　悟志　総務課長補佐〔理事付〕兼庶務係長事務取扱（保健福祉課福祉係長兼保険係長）
	 宮下　大樹　環境衛生課長補佐〔理事付〕兼環境係長事務取扱兼上下水道係長事務取扱
　　　　　　　　　　　　（環境衛生課環境係長兼上下水道係長）
	 久保　寿己　税住民課長補佐兼税務係長事務取扱（税住民課長補佐）
	 木下知鶴惠　主幹保育教諭（保育士）
	 佐藤　愛弓　主任看護師（看護師）
	 増田　晋吾　相楽東部広域連合派遣勤務（相楽東部未来づくりセンター主任）
	 倉本　佳子　相楽東部広域連合派遣勤務（人権啓発課主査）
	 中山　友太　相楽東部未来づくりセンター（建設農政課主任）
【新規採用】	 山田　浩之　国民健康保険診療所所長
	 中川　智子　保育教諭
	 亀谷　輝星　保健師
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南山城村監査委員に 
福田將人さん（南山城村）

　森山前監査委員の退任に伴い、３月の議会
定例会において福

ふく
田
だ
將
まさ
人
と
さん（田山）の就任

が同意されました。
任期は令和８年４月１日から令和12年３月
31日までです。

南山城村むらづくりビジョンを 
策定しました（南山城村）

　南山城村では、令和８年度から令和17年度を計画期間
とする「南山城村むらづくりビジョン」を策定しました。  
　本ビジョンの将来像として掲げる“誇れる魅力 絆を育む　
持続可能なむら みなみやましろ”の実現に向け、村民の皆
さまとともに、今後のむらづくりに取り組んでまいります。

南山城村総合計画審議会長　梅本章一さん

【新規採用】	 新田　健人　まちづくり応援課主事
	 岡田　博之　任期付職員（相楽東部広域連合派遣職員）
	 西井　孝範　任期付職員（会計課主任）
【退 職 者】	 岡田　博之　参事兼税住民課長事務取扱
	 馬場かよ子　保健福祉課地域包括支援センター所長
　	 吉田　敏江　総務課庶務係長
	 大西　春美　和束保育園長補佐
	 牛込　秀隆　国民健康保険診療所所長
	 田中　晨佑　まちづくり応援課主任

南山城村
【異　　動】	 岸田　秀仁　会計管理者（企画政策課長）
	 岸田　啓介　議会事務局長（相楽東部広域連合派遣職員）
	 橋本　昌貴　企画政策課長（企画政策課長補佐）
	 廣

（暫定再任用職員）
岡　久敏　企画政策課長補佐（会計管理者）

	 藤森　雅彦　建設環境課係長（税住民福祉課係長）
	 森西　達也　建設環境課係長（建設環境課主任）
【派　　遣】	 田中　　智　相楽東部広域連合派遣職員（議会事務局長）
【新規採用】	 北　　一朗　財産施設課主任
	 西川　仁葵　建設環境課主任
【退 職 者】	 一宮　裕次　税住民福祉課主任兼産業観光課主任

相楽東部広域連合
【異　　動】	 米澤　昌樹　総務課長兼環境課長（会計管理者兼環境課長）
	 倉本　佳子　総務課主査兼会計管理者（和束町人権啓発課主査）
【新規採用】	 谷本　憲宣　総務課主事
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 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日
5
月
25
日（
月
）・
6
月
8
日（
月
）

　
　
午
後
6
時
〜
7
時

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講�

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

対�

和
束
町
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日
5
月
27
日（
水
）・
6
月
3
日（
水
）

　
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

所
南
山
城
村
文
化
会
館　
準
備
室

講�

ア
イ
バ
ン
・
カ
ー
バ
ハ
ル
先
生

対�

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
方

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

　 『
健
康
体
操
教
室
』

日
6
月
11
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す
ホ
ー
ル

講
西
垣　
喜
美
代
さ
ん

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

講
座

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

●
和
束
町
教
室

日
6
月
13
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

講
中
井　
薫
さ
ん

期�

受
講
申
込
み
は
５
日
前
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

対�

和
束
町
に
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
。
子
ど
も
だ
け
、
大
人
だ
け

の
受
講
も
可
。

　
※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費�
水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

　
5
0
0
円　
※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日
5
月
9
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
和
室

講�

川
下  

さ
ち
さ
ん
・
井
尾  
博
子
さ
ん

馬
場  

多
鶴
子
さ
ん

対�

南
山
城
村
と
笠
置
町
に
在
住
の
小
中

学
生
と
そ
の
保
護
者
、
南
山
城
村
と

笠
置
町
に
在
住
・
在
勤
の
方

　
※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

　
5
0
0
円　
※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

問
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

問�

和
束
町
総
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

人
権
相
談（
和
束
町
）

日
5
月
27
日（
水
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

所�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日
5
月
20
日（
水
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所�

役
場
応
接
室

問�

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日
5
月
20
日（
水
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所�

役
場
応
接
室

対�

村
内
在
住
の
方
の
み

問�

・
予�

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。事
前
予
約
は
5
月
19
日（
火
）

午
後
5
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

 『
春
の
寄
せ
植
え
体
験
教
室
』

日
5
月
26
日（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

期
5
月
7
日（
木
）～
15
日（
金
）

講
勝
田　
智
子
さ
ん

費
1
6
0
0
円

対�

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
定
先
着
10
名

持�

軍
手
・
ス
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
・
割
り

箸
問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
5
月
19
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所
笠
置
会
館
1
階
会
議
室

問�

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
）�

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

日
5
月
12
日（
火
）・
6
月
2
日（
火
）

所
和
束
町
役
場　
第
1
相
談
室

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

相
談
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健
康
相
談（
笠
置
町
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4
直

就
職
相
談
会（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日
5
月
20
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

所�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー　
ジ
ョ
ブ
あ
ん

　
木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―
10

　
（�

J
R
木
津
駅
西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー
前
）

費�

無
料	

問�

同
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

　
※�

相
談
会
の
日
以
外
で
も
、
ご
相
談

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
日

場
　
所

5
月
13
日（
水
）
東
部
区
集
会
所

5
月
19
日（
火
）
飛
鳥
路
区
集
会
所

5
月
29
日（
金
）
笠
置
会
館

実
施
日

場
　
所

5
月
20
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取

り
に
く
い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話
が

聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
。」「
補
聴
器
を

使
っ
て
み
た
い
が
…
」な
ど
耳
の
こ
と
で
悩

ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。年
齢
と
と
も
に
、

誰
で
も
耳
が
遠
く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

自
分
の
聴
力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か一度
、

聴
力
測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
相
談
会

日
6
月
19
日（
金
）

　
　
①
午
前
10
時
〜　
②
午
前
11
時
〜

　
　
③
午
後
１
時
〜　
④
午
後
2
時
〜

所�
加
茂
青
少
年
セ
ン
タ
ー

内�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（�

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対��

木
津
川
市
、
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費�

無
料

申�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
6
月
1

日
～
17
日
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・

住
所
・
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相

談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多

い
場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
〒
６
１
９
―

１
１
５
２

　

�

木
津
川
市
加
茂
町
里
中
森
1
0
1
番

地（
加
茂
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
）�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
☎
0
7
7
4
・
34
・
6
6
1
1

　
　
ＦＡＸ
0
7
7
4
・
34
・
6
6
1
6

　　

親
子
で
集
ま
り
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
集
団
の
中
で
思
い
切

り
遊
べ
る
場
で
す
。
保
育
園
に
入
園
し
て
い
な

い
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
育
て
の
仲
間
の
輪
を

ひ
ろ
げ
、一緒
に
子
育
て
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者（
3
町
村
い

ず
れ
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
）

す
く
す
く
広
場

曜�

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
わ

づ
か
こ
ど
も
園
内
）

　

�

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�
和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

ひ
よ
こ
広
場

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

子
育
て
支
援
の
お
し
ら
せ

曜�

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所�

南
山
城
村

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
機
能
訓
練
室
内
）

　
※�

予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お

住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4
直

糖
尿
病
教
室
を
開
催

　
令
和
８
年
度
第
１
回
糖
尿
病
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
専
門
職
に
よ
る
個
別
相

談
会
は
毎
回
ご
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日�

５
月
13
日（
水
）

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

所�

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
９
階

会
議
室

内�

①
医
師
に
よ
る
講
演

　
②�

専
門
職（
医
師
、看
護
師
、管
理

栄
養
士
、薬
剤
師
、理
学
療
法
士
）

に
よ
る
個
別
相
談
会

問
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
2
3
5

　
（
地
域
医
療
連
携
室
）

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
し
ら
せ
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京都やましろ体験交流協議会	 ☎ 0774・78・3396　  info@chagenkyo.com� 担当：鍵岡・谷本・山﨑

　受入家庭の皆さん、こんにちは。新しく受入家庭になられた方のご紹介です。今後、勉強会などでお会いされる
こともあるかと思いますので、よろしくお願いします。

農村宿泊体験（農泊）5月号

～新規受入家庭さん ご紹介～

◆お名前 ・ お住まい◆　矢部 佑輔さんファミリー【和束町】
◆受入れをはじめたきっかけは◆

　移住前の地域にはない、田舎ならでは取り組みに魅力を感じ、受入を始めました。来
られる生徒さんにとっては一度きりの体験だからこそ、大人になっても「あの時楽しか
った」と思い出してもらえたら嬉しいです。また我が子にとっても初対面の人と遊び、
食卓を囲み家族のように過ごすことは、貴重で心に残る良い経験になると考えています。
◆受入を通じて感じたこと◆

　初めは緊張していた生徒さんも、犬と触れ合ったり子どもと遊んだり、食事の準備を
一緒にする中で次第に打ち解け、笑顔が増えていきました。帰る頃には名残惜しそうに
手を振ってくれ、私たちにとっても心に残る時間となりました。言葉や食事など不安は
ありましたが、今ではそれに勝る充実感があり、一度きりの出会いを楽しみにしていま
す。次回どんな生徒さんが来てくれるのか、とても楽しみです。

新規受入家庭大募集！
　「京都やましろ体験交流協議会」では、子どもたちや海外の方々と農村のありのままの生活を共に送る「農泊」
事業を進めています。子どもたちと一緒にごはんを作り、お茶を急須で淹れて飲み、話し、家族のように過ごして
いただきます。海外からの教育旅行も多くなってきます。少しでもご興味をお持ちいただいた皆さん！事務局が
全力でサポートいたします。事務局までお気軽にご連絡ください。

その他
経済センサス（３町村）

　総務省と経済産業省は、令和８年６月１日現在で、「令和８年経済センサスー活動調査ー」を実施します。�
全国のすべての事業所および企業が対象になります。
　皆さんの調査へのご理解・ご回答をよろしくお願いします。

納
税
の
お
し
ら
せ�

自
動
車
税

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
1
日 

（
月
）で
す
。必
ず
期
日
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
る
ほ
か
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
っ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
も
可
能
で
す
。詳
し
く
は
京
都

府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

軽
自
動
車
税
は
町
村
で
取
り
扱
い
ま
す
。

問�

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局

　
山
城
南
税
出
張
所

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
2
3
1

伊
賀・山
城
南・東
大
和

定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　
心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時

間
体
制
で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相

談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ

ス
い
た
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

お
名
前
と
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
が
無
料
で
相

談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
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催 し
水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

　笠置町と南山城村は、三重県伊賀市、名張市、奈良県山添村とともに、伊賀市を中心市とした「伊賀・
山城南・東大和定住自立圏」を形成し、医療・防災・観光など、さまざまな分野で連携をとり、魅力
ある圏域づくりをめざしています。

春の神野山つつじ便り 2026 ～神野山・一万本のツツジが見頃を迎えます～
　山添村のシンボル・神野山（標高618.8m）に、今年も鮮やかな季節がやってきました。
　例年５月中旬から下旬にかけて、約１万本のツツジが山肌を赤やピンクに染め上げます。
　新緑の香りに包まれながら、絶景ハイキングを楽しみませんか？
注目イベント：神野山つつじまつり
　ゴールデンウィークの恒例行事「神野山つつじ
まつり」が開催予定です！
日５月３日（日）　所森林科学館駐車場
内�地元特産品の販売やサックス演奏など、ご家族
で楽しめる催しが盛りだくさんです。

問山添村観光協会　☎0743・85・0081

山添村

車いすでいかが？
赤目四十八滝の新緑散歩

　赤目四十八滝では、悪路でも快適に利用できる車
いす「快適A

ア　 ク　 ロ

QORO」の貸し出しを実施中。年齢や
障害の有無に関わらず、新緑と透明な川のせせらぎ
を楽しみに、ぜひお越しください！
日４月～11月　午前８時30分〜午後５時
　12月～３月　午前９時～午後４時30分
定休日 年末年始、12月～３月
　　　第二木曜日までの毎週木曜日
問赤目四十八滝渓谷保勝会
　　☎0595・41・1180

伊賀市 ユネスコ登録のまつりが
M

み　え　む
iemuに集結！

　ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」登
録10周年を記念して、企画展「まつりを旅する 受
け継いできた三重の宝もの」が開催されます。伊
賀市の「上野天神祭のダンジリ行事」をはじめ、三
重県内のまつりの貴重な資料が多数展示されます。
日６月21日（日）まで
　 休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）
所三重県総合博物館Miemu
　（津市一身田上津部田3060）
観覧料 ※�観覧料など詳しくは、ホームページをご

覧ください。
問伊賀市文化財課　☎0595・22・9678

名張市

詳しくはこちらから

詳しくはこちらから
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ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

　管内の小・中学校にて、小学校は８日（水）、中学校は９日（木）に入学式が開かれました。
　小学校の入学式では、３月に卒園したばかりの幼い面持ちの新入生が、自分の名前が呼ばれると
しっかりと返事をしている様子が見受けられました。
　中学校の入学式では、新入生の代表者が中学生生活で勉強や部活などに励み大きく成長する事を
誓い、在校生からも歓迎の言葉が送られました。
　新入生は保護者や在校生、先生に温かい拍手で迎えられ、それぞれの夢と希望を持ち、新たな学
校生活の第１歩をスタートさせました。
　（笠置小２人、和束小17人、南山城小６人、笠置中15人、和束中12人）

令和8年度 令和8年度 小・中学校入学式小・中学校入学式

和束小学校和束小学校

笠置小学校笠置小学校

笠置中学校笠置中学校

和束中学校和束中学校

南山城小学校南山城小学校
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笠置町図書室  ☎0743・95・2726 ／和束町体験交流センター図書室  ☎0774・78・4013 ／南山城村図書室  ☎0743・93・0522

図書室だより ３町村のどなたでも借りられます。
最寄の図書室でリクエストしてください。

「青青といく」� 永井 紗耶子 ／ 著

　当代きっての儒学者で、諸藩の経済改革
に助言をし、江戸の世に自由な生き方を説
いた海保青陵が亡くなった。最後に弟子入
りした16歳の弥兵衛は、青陵ゆかりの人々
を訪ね歩き…。

一般書

笠
置
町

「サチコ」� 群 ようこ ／ 著

「春かずら」� 澤田 瞳子 ／ 著

「憤怒の人」 � 杉山 響子 ／ 著
一般書

児童書

「パンケーキ100まいたべたいの」�
� 石川 えりこ ／ 著
「すききらい」� 中川 ひろたか ／ 著
「わかったさんのマシュマロ」� 永井 郁子 ／ 著

「しっぽのカルテ」�村山 由佳 ／ 著
　信州の美しい木立に佇むエルゲ
動物クリニック。凄腕だけどポン
コツな院長と働き者のスタッフが、
日々運び込まれる動物たちを懸命
に治療する感涙の動物病院ストー
リー。

一般書
「ドクター古藤の野菜づくり相談室」� 古藤 俊二 ／ 著
「ここにいるよ」� 真山 仁 ／ 著

「�ゆっくり歩く」� 小川 公代 ／ 著

児童書

「まよなかのおはなしかい」�ギデオン・ステラ― ぶん ／ 著
「小学生のためのひものむすび方＆ロープワーク」
� POLALOP ／ 著

「おしりたんてい あらたなる かいとう」�トロル ／ 作・絵

南
山
城
村

一般書

☆『おはなしのじかん』のご案内 日５月17日（日）午前10時30分～ 所和束町体験交流センター１階ホール
　おはなしサークル「まーぶる」さんによる絵本などの読み聞かせを行います。対象は幼児・小学生ですが、
どなたでもお気軽にご参加ください。お申込みは不要です。

和束町体験交流センター図書室から

各図書室のGW期間中の休室日は以下の通りです。
和束町体験交流センター図書室：５月４日（月）〜６日（水）
笠置町図書室・南山城村：５月３日（日）～６日（水）
上記以外の開室・休室については通常通りとなります。

３町村図書室のゴールデンウィーク期間中の休室日について

一般書

「�サチコ」� 群 ようこ／ 著
　内向きで控えめなサチコは、
55歳で長年勤めた職場を早
期退職し、食堂のアルバイト
を始めた。気のいい店主夫婦
やユニークなお客さんたちか
ら、遅ればせながら人生のあ
れこれを学び…。

「熟柿」� 佐藤 正午 ／ 著

「ウチの共有不動産揉めてます！」� 桂 望実 ／ 著

「1年中楽しめるかぎ針編みのスマホストラップ」�
一般書

児童書

「ねこいる！いる！」� たなか ひかる ／ 著

「�ぶたくんのねむくないねむくない」� ふくだ じゅんこ ／ 著
「��こども冠婚葬祭�
―親子で学ぶ日本の伝統行事と儀式の作法―」
� 一条 真也 ／ 著
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2026

３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和８年４月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口 1,015人　
世帯数    553世帯

（減7）
（減2）
和 束 町

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口 3,246人　
世帯数 1,621世帯

（減20）
（増4）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口 2,310人　
世帯数 1,183世帯

（減13）
（減5）

【相楽東部広域バス】好評運行中
運行日：毎日（祝日運行・12月29日〜1月3日は運休）
運　賃：最大300円

【運行状況や忘れ物に関すること】 株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】 南山城村総務財政課	 ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

◦月ヶ瀬口駅発　６：25／８：15／ 10：15／ 12：45
◦加茂駅発　　　７：25／９：10／ 11：10／ 13：45

平日（月～金）

◦月ヶ瀬口駅発　８：15／ 10：15／ 12：45／ 15：15
◦加茂駅発　　　９：10／ 11：10／ 13：45／ 16：40

休日（土日祝）
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